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大 会 長 挨 拶

　内科と外科、医師と医療スタッフ、基礎研究と臨床研究、それぞれの視点から領域横断的に肥満

を考える多彩なプログラムを準備しています。肥満研究の新たな時代を切り拓くべく、多くの皆様の

ご参加をお待ちしております。 

JKTジョイントシンポジウム　テーマ ： 肥満治療の未来が11月3日（日）13：35-16：35に開催されます

合併症からみた生活習慣病上流因子としての肥満症：領域横断的肥満症WG連携企画①
チーム医療の実際
－内科的診断から治療、外科治療の適応と実際、心理・栄養・運動・看護面からのアプローチ－
メタボリックサージェリーの効果 肥満関連合併症の改善効果
臨床研究への取り組み方
女性医療　－痩せと肥満双方のリスクから考える－
臓器横断的に考える肥満症の健康障害：領域横断的肥満症WG連携企画②
消化管の情報発信 －臓器間ネットワークと肥満－
症例から考える高度肥満症へのアプローチ～内科・外科それぞれの立場から
小児・成人　－小児肥満対策から成人肥満予防への架け橋－
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1　日本肥満症治療学会による多施設共同研究の現状と今後　　2　知っておきたい高度肥満症患者のメンタル面での評価およびケアの問題点とコツ～症例を通じて

肥満症専門医・生活習慣病改善指導士は高度肥満症とどう向き合うべきか？
肥満症治療における栄養　～管理栄養士と医師との連携～
肥満症における免疫・炎症・腸内細菌
肥満外科手術の治療成績と効果不良例への対応　
－各施設の治療成績、減量不良例・revision surgery・合併症への対応－
肥満症・糖尿病治療の新たな展望
薬物治療
特定健康診査　－特定健診から内臓脂肪型肥満と生活習慣病に挑む－
肥満と脂肪組織リモデリング
高齢者における肥満の課題　－筋量と脂肪量から体重を考える
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特 別 講 演

招 待 海 外 演 者

シ ン ポ ジ ウ ム

J S T O パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

肥満症患者の心理・行動面を扱うための基本と応用
JSTOメンタルヘルス・行動医学セミナー　行動医学講習会

Mechanisms and Use of 
Metabolic Surgery to 
Treat Type 2 Diabetes

【演題名】

【演　者】  David E.Cummings
（University of Washington）

特別講演3

Turnover of human 
adipose tissue

【演題名】

【演　者】  Peter Arner
（Karolinska Institutet）

特別講演1

肥満と医学と文学と
【テーマ】

【演　者】 海堂　尊 （医師・作家）
1988年千葉大学医学部卒業 同大第一外科学教室入局。2006年 「チーム・バチス

タの栄光」で第4回「このミステリーがすごい！」大賞受賞。作家デビュー。2014年 重

粒子医科学センター病院退職  同研究協力員に 著書多数。映画化、ドラマ化作品多

数。宝島社のシリーズは累計一千万部を突破。現在は週刊文春で、キューバ革命の英

雄チェ・ゲバラとフィデル・カストロの生涯を描く大河小説「ポーラースター」第4巻に

当たる「フィデル！」を連載中。

Dr. James Kirkland（Robert and Arlene Kogod Center on Aging）　　坂本　啓 先生（Nestle Institute of Health Sciences S.A.）
Dr. Soo Lim（ Seoul National University College of Medicine, Seoul National University Bundang Hospital）
Dr. Mark Cooper（Monash University）　他

横手 幸太郎 細谷 好則

特別講演2


